
平成２９年度台湾教育旅行調整委託業務の実績について（内容抜粋） 

 

・受託者：株式会社伊勢志摩ツーリズム 

 

１ 教育旅行連絡調整窓口の設置 

 業務担当者の設置、及び台湾側の窓口として「夢之日國際企劃有限公司」と連携し、業務を遂行。 

 

２ 教育旅行受入基盤整備 

（１）台湾側と三重県側の連絡調整をスムーズに図る為、申込様式（資料２）を作成し以下主要な

学校及び旅行社への配信を実施。 

 ⋆10/31 2017年 JNTO台湾教育旅行説明会参加高校 37校 

 ⋆ 〃   台湾教育関係者三重・和歌山視察高校 9校 

 ⋆11/17 現地主要旅行社 8社 

 ⋆11/18 高雄市教育局管轄の各学校 

（２）独自ルートを活用し、台湾教育旅行の訪問先として新規受入先を開拓 

 

３ 受入調整 

  正しい情報を共有し確実な受入を行う為に、関係各所を訪問し調整を実施。 

 ・県との打ち合わせ ４回 

 ・県内観光協会との打ち合わせ ３回 

 ・県内高校との打ち合わせ ６回 

 ・台湾高校、台湾旅行会社及び高雄市政府との打ち合わせ １０回 

 その他状況に応じ、TEL、E-mail、LINE 等を活用し、県内関係各所や台湾側旅行会社・学校と

の調整作業を実施。 

 

４ 交流支援 

 学校交流や施設訪問時において、受入が円滑に行われるよう 当日のアテンドを実施。 

 ⋆11/9-11 学校交流 

  （土産品、生徒記念品等手配） 

 ⋆12/18-19 学校交流 

  （昼食、土産品、生徒記念品、横断幕、体験関係等手配） 

 

５ その他の取組 

 ・台湾高校関係者による視察受入調整及びアテンド 

 ⋆10/17-19 台湾高校関係者ファムトリップ（９校） 

  （移動（東京→県内→和歌山）、視察及び招請者の宿泊・食事等にかかる手配） 

 ⋆2/27 台湾高校関係者視察（１校） 

  （移動（県内）、昼食、土産品等手配） 

 ・県による現地高校、旅行会社等セールスコールの手配及びアテンド（５校＋４社＋高雄市政府） 

 （再掲） 

 ・三重県側高校担当者の台湾学校訪問にかかる調整（３件） 

 ・高雄市国際教育旅行連盟研修会への出席調整 

 ・交流時のメディア掲載確認 

以上 

資料１ 

 


